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研究成果の概要（和文）：「主体」は空間の中で、形の認知に感応する中でこそ自覚されるもの

であって、自我の自己措定のような機序によって成り立つものではないことが確認された。

研究成果の概要（英文）：
We have confirmed that the subject is not constructed as self-foundation of ego, but  
perceived through its correspondence to recognition of shapes in space. 
 
交付決定額

（金額単位：円） 
直接経費 間接経費 合 計

２００８年度 4,200,000 1,260,000 5,460,000
２００９年度 4,900,000 1,470,000 6,370,000
２０１０年度 4,300,000 1,290,000 5,590,000

年度

年度

総 計 13,400,000 4,020,000 17,420,000

研究分野：人文学

科研費の分科・細目：哲学・哲学・倫理学

キーワード：

共通感覚・身体・主体・空間認知・感応・共通感覚

１．研究開始当初の背景
近世哲学を貫くモリヌー問題、さらにはチ
ェセルデン問題を手がかりに、空間認知から
身体感覚が得られることに鑑み、主知主義的
な身体理解を超えたところに、雰囲気や気分、
共感などの存立機制を明らかにする中で、
「主体」観の刷新を図ろうとした。

２．研究の目的
（1）栗原隆（編）『形と空間のなかの私』
（東北大学出版会、2008 年 4 月）を共同研
究の出発点として、認知科学、建築、美学・
美術史の研究者、さらには舞踊家などの研究
成果を取り込みながら、「主体」がアトミス
ティックなものではなく、形の認知を介して
空間や雰囲気さらには景色などと感応する

中に存立することを明らかにしようとした。
（2）研究を進める中で、「感応」の機序を
詳らかにする必要に迫られた。舞踊や宗教儀
礼、茶道、絵画、彫刻など、目に見えるもの
を介して目に見えない美が立ち現れる現象
を解明することによって、身体が空間に感応
する時に、「世界」が顕現することを明らか
にすることを最終的には目指した。

３．研究の方法
（1）当初は、空間認知を通した身体感覚
の成立を明らかにしようと、美学者・岩城見
一氏、美術史の阿部成樹・山形大学教授らを
お招きして、知見を得ながら、認知科学の成
果に沿って、モリヌー問題の展開を跡付ける
形で研究を進めた。ドイツ観念論の哲学者シ
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ュルツエが、実にチェセルデン問題を援用す
る形で、「主体」を基礎付けつつ、表象の問
題を展開したことなどを明らかにした。
（2）「表象」の存立機制を追究するなかで、
「感応」という問題が明らかになってからは、
建築家・矢萩喜從郎氏、舞踊家・舞踊美学の
辻元早苗氏、さらには、リューネブルク大学
のクリストフ・ヤメ教授などを新潟にお招き
して研究会を開催する中で、哲学の領野を広
げながら、自我中心の従来の「主体」観を超
える地平に達することを試みた。
それとともに、ヨーロッパでの実地研修を
通して絵画空間と世界観との関連について
確認できたことによって、「主体」概念が「心」
の問題と密接に関係していることに想到す
るとともに、その「心」が内面的なものでも、
個人的なものでもなく、むしろ間主観性の地
平においてこそ顕現すると解釈されるとこ
ろに成り立つものであることを明らかにし
ようとした。

４．研究成果

一連の共同研究を通して、〈身体〉が、外

界に感応し、交流するための器官であって、

周囲の環境に感応することを通して、身体こ

そが、自らの〈身体〉の制約を超える装置で

あることが、明らかにされることになった。

そこに、〈身体〉を中心に自らの方位を定め

る近代の主知主義を超える方向が示唆され

ることにもなった。

たとえば、舞踊にあってその身体表現は、

その身体そのものを超えようとする営みで

あり、その〈眼に見える身体〉を超えたとこ

ろに〈美しさ〉が現出する。〈美〉は、眼前

の〈美しいもの〉を媒介としてはいながら、

〈眼に見える美しいもの〉を超えたところに

現出する。それこそ、カントの言う〈美〉が

主観的であることの真意である。〈美〉の受

け止め方が、人それぞれによって違うという

意味で主観的なのではない。むしろ、〈美〉

は、眼前の、美しいとされる客観的なものを

超えているからこそ、主観的なのである。

〈眼前のもの〉を超える営みは、視覚のみ

ならず、感覚の協働によって拓かれなければ

ならない。こうした研究を通して、〈景色〉

と〈気色〉、〈雰囲気〉と〈気持ち〉、〈身体〉

と〈精神〉、〈天気〉と〈気分〉という〈見え

るもの〉と〈見えない感覚〉とを、あるいは、

〈外〉と〈内〉とを、簡単に分けることなど

出来ないことも明らかにされた。もとより、

〈内〉と言ったところで、私たちの身体の内

部に〈気合い〉や〈気概〉、〈気持ち〉などを

探したところで見つかるべくもなく、また

〈外〉に〈雰囲気〉を探したところで、確た

るものとして〈雰囲気〉があるわけでもない。

「空気が読めない」と言ったところで、空気

は吸うものでこそあれ、読むものではない。

だが、「とげとげしい雰囲気」に「気持ちが

がさつく」こともあろうし、「麗かな空」に

「気持ちも晴れ晴れ」とするのも事実である。

身体こそが、そうした〈内〉と〈外〉とが

交差しあっているかのように、空間に感応す

る媒体であるところに「主体」が開示される

ということを、宗教儀礼や芸術作品の美、さ

らには作法そして良心などの働きを哲学的

に解明することを通して明らかにした。三年

に亘る共同研究を通して、〈身体〉を媒体と

して、近代知が陥った、心・身、主・客、自・

他、内・外の二元論の制約を超克する形で、

統合的な世界観が構築される可能性とその

理路を準備することができた、と信じる。

これによって、新たな哲学的人間学の地平

に辿り着いたことが見込まれる。

というのは哲学的人間学によって、ある意

味では、人間は理性による天上との軛から解

放されたと言えたかもしれない。Ａ・ゲーレ

ンの表現を借りるなら、「外なるものは内な

るものの『表出』であるという原理」（Ａ・

ゲーレン『人間学の探究』紀伊国屋書店、6
頁）に則って、表出される内面を探究するこ

とが人間学に求められていたからである。

ボルノウがそうした原理として見出した

のは、「気分（Stimmung）」であった。この



言葉そのものは、カントにもヘーゲルにも見

出されるが、この言葉の照射する領野は広く、

またドイツ観念論から、哲学的人間学を結ぶ

理路でもある。たとえば、『ニュルンベルク・

エンツュクロペディー』でヘーゲルは次のよ

う に 語 っ て い た 。「 自 然 と の 共 感

（Sympathie）、いわゆる予見です。現実の
中に未来は休らっています。現実とは現実で

あると同時に、次に生じるものの可能性でも

あります。（……）動物が地震を予感すると

いったような自然を通した普遍的な感応

（Stimmung）のことです。むしろ自然と一
体になって生きている国民は、自然から引き

裂かれてしまっている私たちよりも遥かに

強 く 、 自 然 と 連 関 し て い る の で す 」

（G.W.F.Hegel:Werke in zwanzig Bänden. 
Bd.IV,S.48）。この時ヘーゲルは、教養・文化
の発達した近代ヨーロッパで人間全体に生

じた「疎外」について思いを馳せながら、人

間性において生じた分裂とは対比的に、自然

との「共感」、そして自然を通した「感応」

について語っていると見ることができる。

「Stimmung」は、確かに「気分」でもある
が、気分が雰囲気を分け持って成り立つよう

に、外界との「感応」においてこそ成り立つ。 
「外なるものは内なるものの『表出』であ

るという原理」は、眼前に広がる景色に思う

ものが、内面の気色の反映であることを説明

するとともに、春めいた麗らかな日和でさえ、

春愁を呼び起こしたりすることに鑑みるな

ら、内なるものは外なるものに「共感」し、

「感応」すると言うこともできよう。

ボルノウの代表的な著作に『気分の本質』

がある。「人間の決定的な本質の核心として

理 性 に 寄 せ て き た 信 頼 が 崩 壊 し た 」

（O.F.Bollnow:Das Wesen der Stimmungen. 
(Vittorio Klostermann)S.33）ことを受けて、
「哲学的な眼差しは、必ずやこれまではない

がしろにされてきた生のより深い根源に向

けられ、その根源から人間の生の内的な構造

をすべて見通そうとするようになった」

(ibid.）、という。そこで精神生活の基礎とし
ての「気分」の分析が行われたのであった。

ただ、気分と言っても、主観的な想いでは

ない。「気分は、孤絶した人間の『内面的な

生』に帰されるべきではなく、人間が風景の

全体の中に組み込まれているのであって、風

景全体も引き離されて存在しているもので

はなく、独自のやり方で人間に逆に関係して

いる」（Ebenda.40）。つまり気分は「感応」
と捉えられるべきなのである。ボルノウが挙

げたのは三つ、「(１)内的世界と外的世界との
調和、(２)身体状態と精神状態との調和、(３)
心の内部の個々の動きの調和」（Ebenda.39）
に「心の感応（Gemütsstimmung）」が成り
立つというのである。

『気分の本質』の初版から７０年、拠りど

ころとしての理性が疑わしくなっているこ

とはもとより、感性の荒びさえ目立つように

なってきた今、もう一度、私たちが持ってい

るはずの「共感」と「感応」の機序を照射し

た、本研究の意義は小さくないものと信じる。

もとより「Stimmung」が「気分」と訳さ
れてしまったために、内と外との「感応」で

あることが主観性の靄で隠されてしまった

きらいがあった。しかし、「気分」を「感応」

として捉え直したうえで、その存立によって、

すなわち、内官と外官との往還によって支え

られているのが「主体」であるということを

明らかにできたことは、「心を繋ぐ」とか「心

は一つ」と言われもする時代にあって、「心」

とは本来、共感の、そして相互主観的な「感

応」の虚焦点として想定されたものであって、

「主体」とはそれに人格を付与したところに

想定されたものであることを、本共同研究を

通して明らかにすることができたと信じる。
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